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友の会会員１万人を達成
引き続き仲間ふやしのご協力を

　今回問題となったのは、濃縮した物質を継続

的に長期間摂取するサプリメントの危険性です。

　政府は5月31日に、健康被害報告と、適正製造

規範（GMP）を義務づける方向で対応策をまとめ

ました。

　昨年12月には、けん怠感や尿の異常で受診す

る人が増え、専門医が1月に企業に情報を提供し

たのに3月22日まで公表しなかった遅れが、被害

を拡大しました。どのような人に被害が起きた

のか、病態の分析が必要です。

　製品には「肝機能検査で異常のある方は医師に

ご相談ください」という注意事項が書かれていま

したが、高齢者や病気を持っているなどのリスク

が高い人の利用を避けることができませんでし

た。

　製造過程で混入した青カビが注目されていますが、健康被害を防

ぐための製造管理には、原因物質の特定が必要です。GMPの実施監

督では、製造現場の立ち入り調査などで専門知識のある監督官の増

員が必要です。

　対策が実現するには数年単位の時間がかかります。サプリメント

を利用していて、体調不良を感じたときは、すみやかな服用中止と

受診をおすすめします。
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さ
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わ
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6月24日現在
2024年度入会者数　　     71人
総会員数　　　　　　  8488人
「友の会」の仲間増やしに
お力をおかしください。

健康づくり・仲間づくり
友の会をさらに大きく
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紅麹サプリメント事件

世界大会に参加する病院職員と共に平和行進の先頭を
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。
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友
の
会
」
は
、
東
葛

病
院
と
と
も
に
、
毎
月
6

日
「
広
島
の
日
」、
9
日

「
長
崎
の
日
」
に
東
葛
病

院
の
正
面
玄
関
前
で
署
名

宣
伝
行
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。 ６

・
９
友
の
会
デ
ー
行
動

平
和
へ
の
願
い
を
署
名
に

6
月
6
日
に
は
8
人

で
、
横
断
幕
や
プ
ラ
ス
タ

ー
を
掲
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・
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憲
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。
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入
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。

「署名にご協力ください」の訴え

日
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参
加
を
実
現
し
よ
う
！

『
核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
』

　３月から問題となった紅麹サプリメントによる重い腎機能障害。

事件の全容解明には情報が不足しており、健康食品や発酵食品に不

安を感じるようになったのではないでしょうか。小林製薬は、紅麹

の成分が「悪玉コレステロールを下げる」と宣伝し、機能性表示食

品として販売していました。

　紅麹は蒸した米にカビの仲間の紅麹菌を繁殖させたもので、限ら

れた伝統食品で着色や風味付けに利用されてきました。みそ・しょ

うゆ・日本酒など、日本の伝統的な発酵食品に使われる米麹とはま

ったく種類が違う菌です。

　食品は医薬品と違い、疾病の治療・予防につながる効能を宣伝で

きません。例外として、特定保健用食品（トクホ）と機能性表示食

品があります。トクホの申請にはヒトでの比較臨床試験が必要で、

数千万円の費用と審査時間がかかり、不合格になるものもありま

す。業界の要望を受けた規制改革の一環として、”科学的根拠”を

資料として届け出るだけで健康に関する機能表示ができる制度は

2015年に、スタートしました。　


